










著作権の関係上、公表しません。



著作権の関係上、公表しません。



著作権の関係上、公表しません。



（様式８） 

採点・評価基準(具体的基準) 

教科・科目名 小論文（前期日程試験：令和7年度） １／２ 問題番号 S7 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
 情報学部（情報社会学科） 

出題のねらい 

 
１ 

近年，日本においてもテレワークの導入が進みつつある。これにより，

人々の生活にどのような変化があったのか，テレワーク実施者とそうでな

い者の違いや，年齢階級別のデータの差異に着目しながら，調査の結果を読

み取る力を問うことが本設問の第1のねらいである。また，これらの結果か

ら，社会におけるテレワークの普及に関して今後どのような展開や社会的

課題が考えられるのかを具体的に提示する能力，すなわち問題発見能力を

問うことが本設問の第2のねらいである。全体を通じて，情報化の利点と課

題点双方に着目して議論を展開する能力にも期待している。 
 

採 点 基 準  
（点数は200点 
満点の場合） 

 
１（配点40%）（80点） 
 

小論文の作成にあたっては，与えられた表1～表3を正しく読み取ること

が求められる。まず，「社会生活基本調査」の内容について，設問文及び

各表のタイトルや出典情報から理解する必要がある。その上で，この調査

の回答結果について，回答全体の傾向はどのようなものか，テレワーク／

テレワーク以外で違いのある項目はどれか，年齢階級別のデータに関して

どのような違いがあるのかに着目する必要がある。 
 
(1) 表1からテレワークの導入状況について，全体的な傾向について言及で

きているか。 
(2) 表2，表3について，テレワーク，テレワーク以外の区分に着目した際

に，両者の差が見られる項目について言及できているか。（通勤・通学

時間の差など） 
(3) 表2，表3について，年齢階級別のデータの特徴の有無について言及で

きているか。（35～44歳における育児時間の差など） 
(4) 上述した(1)～(3)に関連して，テレワーク導入による生活変化，その背

景，テレワーク導入による利点や欠点に言及できているか。  
(5) テレワーク普及に関する現代社会の課題や，テレワーク普及に向けた

社会的障壁について論じているか。 
 
表から読み取れることが多いため必ずしも上記すべてを満たす必要はない

が，限られた字数のなかで，状況把握から問題発見まで一貫した論理展開

ができているかを評価する。 
 

 



（様式８） 

採点・評価基準(具体的基準) 

教科・科目名 小論文（前期日程試験：令和7年度）  ２／２ 問題番号 S７ 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
 情報学部（情報社会学科） 

出題のねらい 

 
２ 

 テレビ＝オワコン論を起点にしてテレビの意義が論じられる課題文を読

み，著者の主張を正確に読み取る力を問うことが第1のねらいである。その

上で，テレビが共通言語である理由について，自分の経験に引きつけなが

ら自ら考え，その考えを適切に表現する力を問うことが第2のねらいであ

る。ふだんから情報社会に関する新書等を読み，こうした力を養っておく

ことが期待される。 
 

採 点 基 準  
(点数は200点 
満点の場合） 

 
２（配点60％）（120点） 
 
問１ 著者の主張を正確に理解し，それを的確に説明することができているこ

と。著者は，テレビ＝オワコン論がささやかれる現在に，テレビの意

義を「テレビがまだまだ共通言語」である点から評価している。そし

て，その理由の説明として，テレビの同時性や共通の記憶を醸成し，

一つのコミュニティを形成しているという機能面から論証している。

こうしたテレビの意義を，本文内の語句を用いて的確に説明すること

が求められる。 
  （20％）（40点） 
 
問２ 配信ドラマの人気が高まっている現代において，あえてテレビの意義を

再考する著者の主張を理解したうえで，これに対してそれをどのよう

に受け止め，評価するのか。また，テレビの意義を自分自身はいかに

考えるか。本文を適宜引用しつつ，自らの経験に引きつけながら，具

体的に考察することが求められる。こうした考察を通じて，論理的思

考力，情報社会に関する意識や知識，そして観点の独創性や的確さを

評価する。 
  （40％）（80点） 

 


